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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  最近の業績動向を踏まえ、平成20年５月16日付当社「平成20年３月期 決算短信」にて公表いたしました業績予想を 

下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。なお、配当予想につきましては、当期末１株あたり 21 円には 
変更ありません。                       

記 

（金額の単位：百万円） 
平成 21 年３月期第２四半期累計期間 連結業績予想数値の修正(平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） １４,４００ ２２５ ２００ １２０

今回修正（Ｂ） １４,２８９ １９６ ３３０ ３３５

増減額（Ｂ－Ａ） △１１１ △２９ １３０ ２１５

増 減 率 △０．８％ △１２.９％ ６５.０％ １７９.２％

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２０年３月期第２四半期) 

１３,９５５ １１６ ２２１ ８７

 
平成 21 年３月期通期 連結業績予想数値の修正(平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日)  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３２,０００ １,２５０ １,２００ ７００

今回修正（Ｂ） ３０,３００ １,０００ ９００ ５５０

増減額（Ｂ－Ａ） △１,７００ △２５０ △３００ △１５０

増 減 率 △５.３％ △２０.０％ △２５.０％ △２１.４％

(ご参考)前期実績 

(平成２０年３月期) 

３１,９９２ １,６３４ １,８１８ ４０５

 
平成 21 年３月期第２四半期累計期間 個別業績予想数値の修正(平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） １３,４００ １００ １５０ ９０

今回修正（Ｂ） １３,６０３ ２７０ ３３５ ３１３

増減額（Ｂ－Ａ） ２０３ １７０ １８５ ２２３

増 減 率 １.５％ １７０.０％ １２３.３％ ２４７.８％

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２０年３月期第２四半期) 

１３,１８４ １０４ １６４ ２６２

 
平成 21 年３月期通期 個別業績予想数値の修正(平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３０,２００ １,１００ １,１００ ６００

今回修正（Ｂ） ２９,０００ １,０００ １,０００ ６００

増減額（Ｂ－Ａ） △１,２００ △１００ △１００ －

増 減 率 △４.０％ △９.１％ △９.１％ －

(ご参考)前期実績 

(平成２０年３月期) 

３０,８０７ １，６６３ １，６１６ ４８３

会 社 名 日 本 ア ン テ ナ株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  瀧澤 豊

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：６９３０） 

問 い 合 わ せ 先 取締役管理本部長  宇波  浩
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修正の理由 

１個別 

(1)第２四半期累計期間の業績予想 

売上高につきましては、主に地上デジタル用薄型アンテナ、北米向け携帯電話用内蔵アンテナ等の販 

売が好調であったことから、前回予想より200百万円ほど上回る見込みであります。 

 営業利益につきましては、売上高の増加に加え、海外調達、海外生産へのシフトによる売上原価の低

減等により、前回予想より170百万円ほど上回る見込みであります。 

 経常利益につきましては、営業利益の増加に加え、受取配当金の増加等により、前回予想より185百

万円ほど上回る見込みであります。 

四半期純利益につきましては、欧州地域再編に伴う法人税等調整額の減少等により、前回予想より220 

百万円ほど上回る見込みであります。 

 

(2)通期の業績予想 

売上高につきましては、下期に入り建設工事全般の冷え込みによる工事売上の大幅な減少や、消費の

冷え込みによる地デジ関連製品を中心とした販売の伸び悩み等により、前回予想より1,200百万円ほど

下回る見込みであります。 

 営業利益ならびに経常利益につきましては、売上高の減少により前回予想よりそれぞれ100百万円ほ

ど下回る見込みであります。 

 当期純利益につきましては、法人税等調整額の減少等により、当初公表通りの金額を見込んでおりま

す。 

 

２連結 

(1)第２四半期累計期間の業績予想 

売上高につきましては、海外を中心とした車載用アンテナの売上減少等により、前回予想より110百

万円ほど下回る見込みであります。 

 営業利益につきましては、売上高の減少により、前回予想より30百万円ほど下回る見込みであります。 

 経常利益につきましては、連結相殺消去に伴う為替換算差額のプラス影響等により、前回予想より130

百万円ほど上回る見込みであります。 

四半期純利益につきましては、欧州地域再編に伴う法人税等調整額の減少等により、前回予想より215 

百万円ほど上回る見込みであります。 

 

(2)通期の業績予想 

売上高につきましては、国内の工事売上の減少に加え、世界的な自動車販売の低迷による車載用アン 

テナの販売減少等により、前回予想より1,700百万円ほど下回る見込みであります。 

営業利益ならびに経常利益につきましては、売上高減少の影響により、前回予想よりそれぞれ250百 

万円、300百万円ほど下回る見込みであります。 

当期純利益につきましては、法人税等調整額の減少等の影響により、前回予想より150百万円ほど下 

回る見込みであります。 

 
 

 
※ 上記の業績予想は、発表日現在における入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は 
経済情勢、市場の需要動向、為替相場の変動等様々な要因によって予想とは異なる結果となる可能性が 
あります。 

以   上 

 


